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ニチハ施工基準

本施工の なポ ント

遮断ルーフ はたるきとたるきの に施工します。

たるきの は、遮断ルーフ の対 ールとします。

たるきのサ は、遮断ルーフ のサ に合わせ

断熱 m を使用する場合は × 　・　 ×

断熱 m を使用する場合は × 　・　 ×

　 を使用することを します。

遮断ルーフ の さより、たるきのせいが高い場合、

　 の際にタル 面に け材等が 要となります。

遮断ルーフ の納まり上、たるき き・ きをしない施工を 準とします。

き・ きをした場合、断熱材に加工が 要になり断熱 損の れがあるので、 きしない方法を

準施工としています。 残りの せいが 保 ていれ 、 上 に合わせるように施工すれ 使用 ます。

・ を 返し り加工して対 する方法もあります。

し、構造断面 法等、構造設計上の安全に いて 慮が 要です。

たるきの下面に ル け材を取り けます。

遮断ルーフ をたるき にはめこ 、

　 遮熱層の を引き上 、タッ ーでたるきに止め します。
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